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第６号様式（第５の２関係）

議 事 概 要

会 議 名 令和８年度 第１回 摩川内警察署協議会

会 議 日 時 令和８年７月30日（木曜日）午後２時から午後４時まで

会 議 場 所 摩川内警察署３階大会議室

１ 警察署協議会 会長以下 12人
出 席 者

２ 警察署 署長以下 ９人

（会議の概要）

１ 会議次第
⑴ 開会
⑵ 役員投票結果伝達
⑶ 会長・会長代理挨拶
⑷ 署長挨拶
⑸ 協議
ア 管内の治安情勢と業務推進状況説明
イ 委員からの意見・要望

⑹ 速度取締り指針説明
⑺ 諮問・答申
⑻ 閉会

２ 委員からの意見・要望等
「 、⑴ 委員から 川内郵便局前の交差点における右折禁止違反や信号無視違反が多いので

取締りを強化して欲しい 」との要望があり、警察署から「当該場所における過去３。
年間の交通事故、交通違反を調査したところ、右直事故や追突の人身事故３件、信号
無視による出会い頭等の物損事故13件が発生し、交通違反については信号無視や右折
禁止違反等18件検挙しており、交通違反が多い箇所として把握している。今後も引き
続き交通指導取締りの強化に取り組んでまいりたい 」旨の説明があった。。

「 、 。」⑵ 委員から 自転車の交通反則通告制度の適用が導入されたが 検挙状況はどうか
との質問があり、警察署から「青切符による交通違反検挙はないものの、赤切符で酒
気帯び運転の自転車を２件処理している。また、並進違反や一時停止違反、イヤホン
使用の違反等合計141件を指導警告している。当署としては、引き続き自転車の交通
違反者に対して指導警告を行っていくとともに、悪質危険な行為に対しては積極的な
検挙措置に取り組んでまいりたい 」旨の説明があった。。

⑶ 委員から「令和８年９月から生活道路における自動車の法定速度が引き下げられる
が、ドライバーには標識で遵守させるのか 」との質問があり、警察署から「今回法。
定速度が引き下げられる生活道路とは、最高速度の標識が設置されていない、中央線
や中央分離帯等がない比較的狭い道路のことを指す。県警察では様々な広報媒体を活
用して広報しているところであるが、当署としても交通安全教室等の場において広報
に努めてまいりたい 」旨の説明があった。。

⑷ 委員から「最近、暴走バイクが爆音走行して不快である。爆音走行の都度、我々は
我慢しなければならないのか 」との質問があり、警察署から「当署管内の暴走バイ。
クは集団ではなく、単独又は数台で走行している現状である。このような暴走バイク
に対し、あらゆる交通法令を適用して検挙措置を講じているところであり、本年に入
りマフラーの不正改造を５件、原付の二人乗りを２件検挙している。引き続き徹底し
た検挙姿勢を示し、住民の不安解消に努めてまいりたい 」旨の説明があった。。

⑸ 委員から「県道341号の川内北交番付近から平成中学校近くの交差点あたりまで中
央線が消えている箇所が見受けられるが、いかがなものか 」との要望があり、警察。
署から「該当の路線については、当署においても補修が必要な区間として把握してお
り、補修を上申している。該当の区間は、現在はオレンジ色の実線表示による規制区
間であるが、一部区間を白色の破線表示に見直しを行う予定である 」旨の説明があ。
った。
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⑹ 委員から「信号機のない横断歩道における横断歩行者妨害、その他信号無視、携帯
電話違反、一時停止違反が多く見られるため、取締り強化をお願いしたい 」との要。
望があり、警察署から「当署管内における人身事故の発生状況は減少傾向にあるもの
の、横断歩行中の事故が５件発生し、前年比プラス２件と増加している。また、交通

、 、死亡事故が発生したほか 飲酒運転による交通事故が９件発生している状況を踏まえ
日中は交通取締りの専従班を編制し、週末夜間は交通課を中心に飲酒取締りを行うな
ど、取締りを強化している 」旨の説明があった。。

⑺ 委員から「永利小学校前の市道は交通量が多い上、速度を出している車が多く、大
型トラックの往来も頻繁である。児童の安全確保のために、白バイによる取締りを行
い速度違反等の抑制に努めてもらいたい 」との要望があり、警察署から「現在、こ。
の道路では最高速度40キロの交通規制を行っているほか、平成10年頃から朝の通学時
間帯に限り、大型車の通行を禁止している。このような交通規制は、交通指導取締り
を継続して行うことが不可欠であると考えるため、当署運用の白バイに加え、交通機
動隊の白バイとも連携を図り、街頭活動を強化し安全確保に努めてまいりたい 」旨。
の説明があった。

「 。」 、⑻ 委員から 川内商工前交差点の信号を歩車分離式にできないか との要望があり
警察署から「該当箇所における過去５年間の交通事故の発生状況を調査したが、歩車
分離制御で防げたと考えられる交通事故は発生していない。一方、渋滞発生路線でも
あるため、歩車分離式にすることで今以上に渋滞の悪化が懸念される。過去の交通事
故発生状況や渋滞発生箇所であることを踏まえると、今のところ歩車分離化は困難と
考えている。引き続き交通情勢を見守りつつ、必要性を検討してまいりたい 」旨の。
説明があった。

３ 諮問・答申
警察署長から
● 当署管内では現在、飲酒運転による物損事故が昨年１年間と同数の９件発生し
ており、由々しき事態であるため、飲酒運転の防止対策に資する御意見をいただ
きたい。

● 特殊詐欺の被害額は昨年県内で一昨年より約３億3,000円多い約16億1,000万円
、 、であり 当署管内においても今年だけで約9,931万円の被害が出ていることから

特殊詐欺被害防止に資する御意見をいただきたい。
旨の諮問があり、委員からの答申については第２回警察署協議会で受けることとした。

備 考


